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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （百万円） 16,642 12,939 34,103

経常利益又は経常損失(△) （百万円） 123 △882 400

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失(△)
（百万円） △59 △1,144 △421

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △214 △1,792 △743

純資産額 （百万円） 11,963 9,545 11,385

総資産額 （百万円） 35,751 35,465 37,334

１株当たり四半期（当期）純損

失(△)
（円） △4.99 △95.67 △35.24

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.5 26.9 30.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,484 330 △464

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,063 △1,478 △2,637

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,612 2,230 2,516

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 3,832 5,106 4,237

 

回次
第74期

第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失(△)
（円） 8.08 △26.68

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　在外子会社の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第

１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更したため、第74期第２四半期連

結累計期間及び第74期連結会計年度は、当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染拡大にともなう影響につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸

表　注記事項(追加情報)」をご参照ください。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大による経済活動の制約等により、

急速に悪化した後、緊急事態宣言の解除を受けて持ち直しつつあります。企業収益は、国内外の活動制限緩和を受け

て持ち直しに向かっているものの、そのペースは緩やかなものにとどまっており、設備投資の先送りや手控えの姿勢

が強まっています。新型コロナウイルス感染拡大の収束が見通せない中、景気の下振れリスクも依然として大きく、

先行きは不透明な状況となっています。

　当社グループの主要販売先である自動車業界は、国内では新型コロナウイルス感染拡大の影響により、第２四半期

累計期間（2020年４月～９月）の自動車販売台数は前年同期比で大幅に減少しました。しかしながら６月以降は国内

外の販売の底入れや生産体制の正常化を背景に、輸出を中心に回復傾向にあります。海外でも第２四半期累計期間

（2020年１月～６月）の自動車販売台数は各国で前年同期を大きく下回りましたが、６月以降持ち直しに向かってい

ます。

　このような企業環境下、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高129億39百万円（前年同期比22.3％減少）、

営業損失８億49百万円（前年同期は営業利益１億94百万円）、経常損失８億82百万円（前年同期は経常利益１億23百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失11億44百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失59百万

円）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(エンジン部品事業)

　新型コロナウイルス感染拡大の影響による受注の落ち込みに加え、一部の海外拠点では現地当局の要請により一時

的に工場の操業停止を余儀なくされるなど大幅な減産となりました。その結果、売上高73億87百万円（前年同期比

32.6％減少）、営業損失８億77百万円（前年同期は営業損失49百万円）となりました。

 

(機械装置事業)

　主として検査測定装置の販売の減少及びワイヤソーにおけるプロダクトミックス等により採算性が悪化しました。

その結果、売上高33億83百万円（前年同期比2.1％減少）、営業損失１億97百万円（前年同期は営業損失９百万円）

となりました。

 

(環境機器事業)

　主力の浄化槽用エアーポンプは堅調に推移したものの、新型コロナウイルス感染拡大の影響による工事の延期等に

より、ディスポーザシステムの売上が減少しました。その結果、売上高20億38百万円（前年同期比0.9％減少）、営

業利益２億66百万円（前年同期比11.7％減少）となりました。

 

(その他の事業)

　当セグメントには、運輸事業及びサービス事業を含んでおります。

　売上高１億29百万円（前年同期比20.0％減少）、営業損失55百万円（前年同期は営業損失44百万円）となりまし

た。

 

EDINET提出書類

株式会社安永(E02227)

四半期報告書

 3/23



　当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ18億69百万円（前連結会計年度末

比5.0％）減少し、354億65百万円となりました。

 

(流動資産)

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ８億74百万円（前連結会計年度

末比4.4％）減少し、190億59百万円となりました。

　この減少の主な要因は、受取手形及び売掛金の減少７億円、流動資産のその他の減少４億66百万円等によるもので

あります。

 

(固定資産)

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ９億95百万円（前連結会計年度

末比5.7％）減少し、164億６百万円となりました。

　この減少の主な要因は、有形固定資産の減少10億61百万円等によるものであります。

 

(流動負債)

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ13億３百万円（前連結会計年度

末比7.5％）減少し、160億77百万円となりました。

　この減少の主な要因は、未払金の減少14億14百万円、支払手形及び買掛金の減少８億62百万円や短期借入金の増加

10億24百万円等によるものであります。

 

(固定負債)

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ12億74百万円（前連結会計年度

末比14.9％）増加し、98億42百万円となりました。

　この増加の主な要因は、長期借入金の増加12億68百万円等によるものであります。

 

(純資産)

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ18億40百万円（前連結会計年度末

比16.2％）減少し、95億45百万円となりました。

　この減少の主な要因は、利益剰余金の減少11億92百万円、為替換算調整勘定の減少７億55百万円等によるものであ

ります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ８

億68百万円増加し、51億６百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果増加した資金は、３億30百万円（前年同期は14億84百万円の減少）となりました。これは主に、減

価償却費９億46百万円、売上債権の減少額６億21百万円等の増加要因、及び税金等調整前四半期純損失10億37百万円

等の減少要因によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果減少した資金は、14億78百万円（前年同期は10億63百万円の減少）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出14億44百万円等の減少要因によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果増加した資金は、22億30百万円（前年同期は16億12百万円の増加）となりました。これは主に、長

期借入れによる収入30億円、短期借入金の純増加額10億24百万円等の増加要因、及び長期借入金の返済による支出15

億34百万円等の減少要因によるものであります。

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。
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(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億84百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 重要な設備の新設等

　当第２四半期連結累計期間において、重要な設備の新設、除却等について著しい変動があったものは以下のとおり

であります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容
投資総額
(百万円)

着手年月 完了予定年月

安永メキシコ㈱
メキシコ

ハリスコ州

エンジン

部品
生産設備 1,040 2015年９月 2022年12月

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2020年11月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,938,639 12,938,639
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株であり

ます。

計 12,938,639 12,938,639 － －

 

(２)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(４)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2020年９月30日 － 12,938,639 － 2,142 － 2,104
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(５)【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

㈲ＹＡＳＮＡＧ 三重県伊賀市上野東日南町1714 2,151 17.98

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）（注）２
東京都港区浜松町2-11-3 503 4.20

安永　暁俊 三重県伊賀市 359 3.00

浅井　裕久 三重県伊賀市 355 2.97

安永社員持株会 三重県伊賀市緑ケ丘中町3860 270 2.25

㈱日本カストディ銀行（信託口）

（注）３、４
東京都中央区晴海1-8-12 252 2.10

名古屋中小企業投資育成㈱ 名古屋市中村区名駅南1-16-30 245 2.04

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 230 1.92

㈱日本カストディ銀行（信託口５）

（注）３、５
東京都中央区晴海1-8-12 201 1.68

㈱百五銀行 三重県津市岩田21-27 160 1.33

計 － 4,727 39.51

（注）１　上記のほか当社所有の自己株式975千株があります。

２　日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。

３　日本トラスティ・サービス信託銀行㈱は、2020年７月27日付けで㈱日本カストディ銀行に商号変更しておりま

す。

４　㈱日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。

５　㈱日本カストディ銀行（信託口５）の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。
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(６)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 975,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,960,100 119,601 －

単元未満株式 普通株式 3,239 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  12,938,639 － －

総株主の議決権  － 119,601 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式９株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社　安永

三重県伊賀市緑ケ丘中町

3860番地
975,300 － 975,300 7.54

計 － 975,300 － 975,300 7.54

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社安永(E02227)

四半期報告書

 9/23



１【四半期連結財務諸表】

(１)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,238 5,107

受取手形及び売掛金 6,724 6,024

電子記録債権 ※ 520 ※ 503

商品及び製品 1,359 1,290

仕掛品 3,490 3,402

原材料及び貯蔵品 2,152 1,868

未収入金 419 301

その他 1,027 561

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 19,933 19,059

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 12,517 12,494

減価償却累計額 △7,511 △7,606

建物及び構築物（純額） 5,005 4,888

機械装置及び運搬具 30,439 31,032

減価償却累計額 △23,967 △24,401

機械装置及び運搬具（純額） 6,471 6,630

工具、器具及び備品 5,646 5,697

減価償却累計額 △5,206 △5,263

工具、器具及び備品（純額） 439 433

リース資産 1,159 1,118

減価償却累計額 △472 △519

リース資産（純額） 687 599

使用権資産 84 119

減価償却累計額 △41 △32

使用権資産（純額） 42 86

土地 2,267 2,237

建設仮勘定 1,198 175

有形固定資産合計 16,113 15,051

無形固定資産 90 100

投資その他の資産   

投資有価証券 460 526

繰延税金資産 100 126

その他 639 605

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 1,197 1,254

固定資産合計 17,401 16,406

資産合計 37,334 35,465
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,269 2,406

電子記録債務 601 443

短期借入金 5,650 6,674

1年内返済予定の長期借入金 2,619 2,747

1年内償還予定の社債 110 －

未払金 2,946 1,532

リース債務 206 134

リース負債 17 26

未払法人税等 159 92

賞与引当金 374 436

工事損失引当金 6 3

設備関係支払手形 7 2

その他 1,412 1,576

流動負債合計 17,380 16,077

固定負債   

長期借入金 7,160 8,428

リース債務 323 277

リース負債 25 51

繰延税金負債 247 268

役員退職慰労引当金 64 68

環境対策引当金 4 10

退職給付に係る負債 667 663

資産除去債務 74 74

固定負債合計 8,567 9,842

負債合計 25,948 25,919

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,142 2,142

資本剰余金 2,114 2,114

利益剰余金 7,880 6,688

自己株式 △330 △330

株主資本合計 11,807 10,615

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 93 143

繰延ヘッジ損益 △125 △105

為替換算調整勘定 △75 △831

退職給付に係る調整累計額 △314 △277

その他の包括利益累計額合計 △421 △1,070

非支配株主持分 0 0

純資産合計 11,385 9,545

負債純資産合計 37,334 35,465
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(２)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 16,642 12,939

売上原価 14,450 12,034

売上総利益 2,192 904

販売費及び一般管理費 ※１ 1,998 ※１ 1,753

営業利益又は営業損失（△） 194 △849

営業外収益   

受取利息 24 17

受取配当金 8 8

受取賃貸料 11 11

その他 29 16

営業外収益合計 74 54

営業外費用   

支払利息 65 56

為替差損 70 15

減価償却費 1 0

その他 6 15

営業外費用合計 144 87

経常利益又は経常損失（△） 123 △882

特別利益   

固定資産売却益 0 1

助成金収入 － ※２ 31

特別利益合計 0 32

特別損失   

固定資産売却損 0 0

減損損失 0 3

固定資産除却損 58 0

環境対策引当金繰入額 1 －

新型コロナウイルス感染症による損失 － ※３ 182

特別損失合計 60 186

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
63 △1,037

法人税、住民税及び事業税 130 127

法人税等調整額 △7 △20

法人税等合計 123 107

四半期純損失（△） △59 △1,144

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △59 △1,144
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純損失（△） △59 △1,144

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 6 50

繰延ヘッジ損益 △47 19

為替換算調整勘定 △138 △755

退職給付に係る調整額 24 37

その他の包括利益合計 △154 △648

四半期包括利益 △214 △1,792

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △214 △1,792

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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(３)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
63 △1,037

減価償却費 992 946

減損損失 0 3

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △1

有形固定資産除却損 58 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24 42

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △44 61

受取利息及び受取配当金 △33 △25

支払利息 65 56

為替差損益（△は益） △20 58

助成金収入 － △31

新型コロナウイルス感染症による損失 － 182

売上債権の増減額（△は増加） 332 621

たな卸資産の増減額（△は増加） △785 343

仕入債務の増減額（△は減少） △1,172 △931

前受金の増減額（△は減少） 5 148

未収消費税等の増減額（△は増加） △243 237

その他 △321 △2

小計 △1,074 677

利息及び配当金の受取額 33 24

利息の支払額 △66 △55

助成金の受取額 － 30

新型コロナウイルス感染症による損失の支払額 － △81

損害賠償金の支払額 － △88

法人税等の還付額 0 8

法人税等の支払額 △377 △183

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,484 330

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 337 △0

有形固定資産の取得による支出 △1,318 △1,444

有形固定資産の売却による収入 1 13

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

無形固定資産の取得による支出 △56 △24

その他 △27 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,063 △1,478
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  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200 1,024

長期借入れによる収入 3,000 3,000

長期借入金の返済による支出 △1,198 △1,534

社債の償還による支出 △110 △110

セール・アンド・リースバックによる収入 56 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △226 △100

配当金の支払額 △107 △47

非支配株主への配当金の支払額 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,612 2,230

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26 △213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △961 868

現金及び現金同等物の期首残高 4,794 4,237

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,832 ※ 5,106
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更)

　在外子会社の収益及び費用は、従来、各社の決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、当連結

会計年度より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。

　在外子会社の収益及び費用の重要性が今後益々増加すると予想されることから、在外子会社の業績をより適切に

連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。

　また、近年の為替相場の変動が著しく、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響緩和を目的に、当連結

会計年度より変更しております。

　当該会計方針の変更は遡及適用しております。この会計方針の変更が前第２四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余

金の前期期首残高は130百万円減少し、為替換算調整勘定は同額増加しております。

 

(追加情報)

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、各国政府による要請や受注量の減少を受け、一部の生産拠点において

一時的に工場の操業停止又は休業を行うなどの影響を受けました。

　現時点では、影響金額を合理的に算定することが困難であることから、当四半期連結財務諸表作成時に入手可能

な外部の情報等を踏まえて、今後、2021年３月期の一定期間にわたり当該影響が継続するとの仮定のもと、繰延税

金資産の回収可能性等の会計上の見積り及び判断を行っておりますが、当四半期において、繰延税金資産の回収可

能性等について前連結会計年度末時点の見積り及び判断の見直しは不要であると判断しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※　電子記録債権割引高

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年９月30日）

電子記録債権割引高 358百万円 66百万円

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日
　　至　2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年９月30日）

貸倒引当金繰入額 0百万円 △0百万円

給料手当及び福利費 806　〃 707　〃

賞与引当金繰入額 75　〃 56　〃

退職給付費用 22　〃 27　〃

役員退職慰労引当金繰入額 4　〃 3　〃

試験研究費 191　〃 184　〃

 

※２　助成金収入

　当第２四半期連結累計期間において、「助成金収入」として31百万円を特別利益に計上しております。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、雇用調整助成金の特例処置の適用を受けたものであります。当該支給

額を「助成金収入」として特別利益に計上しております。

 

※３　新型コロナウイルス感染症による損失

　当第２四半期連結累計期間において、「新型コロナウイルス感染症よる損失」として182百万円を特別損失に計

上しております。

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、各国政府による要請や受注量の減少を受け、一部の生産拠点において

一時的に工場の操業停止又は休業を行うなどの影響を受けました。これらの対応に起因する費用（主に人件費、減

価償却費等の固定費）を「新型コロナウイルス感染症よる損失」として特別損失に計上しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金 3,874百万円 5,107百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △41　〃 △1　〃

現金及び現金同等物 3,832百万円 5,106百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 107 9.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月31日

取締役会
普通株式 47 4.00 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 47 4.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月30日

取締役会
普通株式 47 4.00 2020年９月30日 2020年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
エンジン
部品

機械装置 環境機器 計

売上高         

外部顧客への売上高 10,966 3,456 2,057 16,480 161 16,642 － 16,642

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 172 － 172 258 430 △430 －

計 10,966 3,629 2,057 16,653 420 17,073 △430 16,642

セグメント利益又は損失(△) △49 △9 301 241 △44 196 △2 194

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸事業、サービス事業を含んでお

ります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△２百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
エンジン
部品

機械装置 環境機器 計

売上高         

外部顧客への売上高 7,387 3,383 2,038 12,809 129 12,939 － 12,939

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 15 － 15 231 246 △246 －

計 7,387 3,398 2,038 12,824 361 13,186 △246 12,939

セグメント利益又は損失(△) △877 △197 266 △808 △55 △864 14 △849

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸事業、サービス事業を含んでお

ります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額14百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純損失 ４円99銭 95円67銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（百万円） 59 1,144

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失

（百万円）
59 1,144

普通株式の期中平均株式数（株） 11,963,330 11,963,330

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 

２【その他】

　第75期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）中間配当について、2020年10月30日開催の取締役会において、

2020年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 47百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 ４円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 2020年12月３日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月６日

株式会社安永

取締役会　御中

 

仰星監査法人

　名古屋事務所

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 髙田　　篤　　印

 

 

 

 

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 小出　修平　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社安永の

2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９月30日

まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社安永及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
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四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じてい

る場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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